
右
田
賢
一
郎
へ
タ
ッ
ク
諺
ヤ
パ
ン
社
長
〉

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
の

外
国
人
た
ち

ｌ
ジ
』
の
記
念
Ｈ
４
月
鋤
日
に
前
後
し
て

当
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
支
部
が
、
様
々
な
行
事

本
拠
を
持
つ
「
関
西
支
部
』
は
、
師
年
趣

向
を
凝
ら
し
た
夜
会
を
開
催
し
て
き
た
。

今
年
の
夜
会
に
は
、
お
お
よ
そ
剛
人
が

参
能
し
た
。
勿
論
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
や

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
縁
り
の
あ
る
人
々
が
中

心
と
な
る
。
当
Ｈ
の
賓
奪
だ
っ
た
貝
原
県

知
事
夫
妻
は
じ
め
日
本
の
人
も
何
人
か
顔

を
見
せ
て
い
た
。
が
、
大
多
数
は
外
国
の

人
々
・
神
戸
は
じ
め
阪
神
間
に
在
住
し
て

い
る
日
頃
の
顔
見
知
り
仲
間
達
。
知
っ
て

い
る
荷
Ｍ
志
が
、
い
っ
た
い
誰
だ
ろ
う
、
と

顔
を
見
合
わ
せ
る
新
顔
達
も
混
じ
っ
て
い

た
。
駐
在
の
た
め
爺
近
や
っ
て
来
た
夫
端

Ｉ
マ
の
中
心
は
一
・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
』
だ
っ
た
ｃ
ホ
ー
ム

ズ
の
探
偵
物
語
の
簸
初
の
出
版
が
英
国
で
初
め
て
世
に
出
て
、
今
年

は
丁
度
Ⅷ
周
年
に
な
る
。
ま
た
、
敢
え
て
言
え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

簸
後
の
部
、
夜
半
か
ら
ピ
ア
ノ
の
ま
わ
り
で
は
じ
ま
っ
た
懐
か
し
の

メ
ロ
デ
ィ
の
合
唱
会
『
バ
ブ
ソ
ン
グ
』
が
、
例
年
に
な
く
長
く
続
き
、

日
眼
の
朝
が
円
ら
む
ま
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
夜
会
は
、
正
式
に
は
百
イ
ャ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
』
の
名
称
を
待
つ
英
国
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
人
の

慈
蕃
親
睦
団
体
が
、
恒
例
の
行
事
と
し
て
、
毎
年
、
こ
の
期
に
制
作

・
演
出
す
る
も
の
だ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
守
謹
聖
人
『
セ
ン
ト
・
ジ
ョ

ー
ジ
』
の
記
念
Ｈ
４
月
配
日
に
前
後
し
て
、
世
界
各
国
に
散
在
す
る

当
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
支
部
が
、
様
々
な
行
事
を
催
し
て
い
る
。
神
戸
に

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
恒

例
の
『
夜
会
」
が
、
今
年
も
例
年
の
よ

う
に
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

開
催
日
は
、
４
月
下
旬
の
土
雌
日
。

今
年
は
、
妬
日
だ
っ
た
。
場
所
は
、
北

野
町
の
神
戸
ク
ラ
ブ
。
そ
の
全
館
が
会

場
に
な
っ
た
。
こ
う
言
っ
た
段
取
り
、

お
膳
立
て
す
べ
て
は
例
年
ど
お
り
だ
っ

た
。
た
だ
、
夜
会
の
テ
ー
マ
は
毎
年
新

し
い
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
今
年
の
テ

か
、
誰
か
会
員
の
ゲ
ス
ト
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日
頃
あ

ま
り
会
わ
な
い
連
中
が
久
し
振
り
で
会
っ
て
交
わ
す
会

話
も
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
た
。
転
勤
な
ど
で
、
も
う
す

ぐ
神
戸
を
去
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
夫
姉
た
ち
は
、
心

な
し
か
名
残
り
惜
し
そ
う
だ
っ
た
。

イ
ー
ス
タ
ー
休
暇
で
こ
ち
ら
に
来
て
い
た
子
供
を
本

国
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
に
帰
し
、
ま
た
二
人

き
り
に
な
っ
た
夫
婦
た
ち
は
、
恩
い
つ
き
り
楽
し
ん
で

い
る
様
子
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
そ
ん
な
時
期
な
の
だ
。

女
性
た
ち
は
、
こ
の
日
に
と
思
っ
て
い
た
ド
レ
ス
で

正
装
し
て
い
た
。
男
性
た
ち
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
で
正
装
、
い
つ
も

よ
り
班
派
に
兇
え
て
い
た
。
す
べ
て
、
例
年
こ
の
夜
会
で
兇
一
ら
れ
る

情
景
だ
。
大
人
た
ち
の
考
え
た
大
人
た
ち
の
楽
し
い
夜
、
大
人
の
趣

向
が
盛
り
込
ま
れ
た
夜
会
だ
。

そ
の
Ｈ
、
夕
方
５
時
半
を
ま
わ
る
と
、
２
階
の
フ
ォ
ィ
ェ
に
来
客

を
迎
え
入
れ
る
レ
シ
ー
ビ
ン
グ
ラ
イ
ン
が
整
っ
た
。
英
国
総
領
事
マ

ッ
カ
ー
シ
夫
妻
、
支
部
副
会
長
パ
リ
ー
夫
妻
と
共
に
ラ
イ
ン
に
立
っ

た
支
部
会
長
の
テ
ィ
ン
ハ
リ
ー
夫
人
は
、
会
員
有
志
が
趣
向
を
こ
ら

し
て
準
備
し
た
夜
会
の
万
端
に
満
足
し
て
い
た
。
前
を
通
る
来
客
一

人
一
人
に
、
蕪
や
い
だ
気
分
で
、
愛
想
よ
く
、
握
手
を
続
け
た
。
隣

に
は
準
備
計
画
や
作
業
で
自
分
を
助
け
て
く
れ
た
Ｈ
本
人
の
夫
も
立

っ
て
い
た
し
、
自
分
の
デ
ッ
サ
ン
を
も
と
に
椅
蝿
に
仕
立
て
上
が
っ

＆
あ
る
夜
の
エ
ッ
セ
イ

し
、
自
分
の
デ
ッ
サ
ン
を
も
と
に
締
腿
に
仕
立
て
上
が
っ

た
背
●
叩
を
大
胆
に
あ
け
た
ド
レ
ス
も
気
に
入
っ
て
い

た
。
ラ
イ
ン
の
前
を
通
る
来
客
が
入
っ
て
行
く
カ
ク

々方
テ
ル
会
場
は
、
６
時
を
過
ぎ
る
と
片
手
に
グ
ラ
ス
を

のま
持
つ
着
飾
っ
た
人
々
で
一
杯
に
な
り
、
楽
し
げ
な
会

識
話
で
騒
然
と
な
っ
て
い
た
。

癖
テ
ィ
ン
ハ
リ
ー
夫
人
は
、
来
客
を
接
遇
し
な
が
ら
、

初
脚
分
の
提
案
し
た
テ
ー
マ
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

蚕
ム
ズ
』
は
本
当
に
名
案
だ
、
と
思
っ
た
。
会
場
の
飾

鈴
り
つ
け
を
指
揮
し
た
ア
ラ
ン
・
ウ
ィ
リ
ァ
ズ
や
ジ
ョ

》
↓
ン
・
ラ
バ
ッ
ト
は
出
来
映
え
の
良
さ
に
何
か
嬉
し
か

》
毛
っ
た
。
彼
諜
は
会
長
の
テ
ー
マ
を
展
開
し
て
、
英
国

非
に
縁
り
や
関
係
の
あ
る
探
偵
達
、
探
偵
物
語
の
題
材

セ
を
趣
向
に
、
飾
り
付
け
を
按
配
し
た
。
ハ
ィ
ド
パ
ー

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



竜

ク
と
霧
の
ロ
ン
ド
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
玄
関
口
か
ら
、
街
路
灯
を

あ
し
ら
っ
た
階
段
を
上
が
る
と
、
ホ
ー
ム
ズ
縁
り
の
ベ
ー
ヵ
ー
ス
ト

リ
ー
ト
の
風
俗
に
仕
上
げ
た
フ
・
オ
イ
エ
。
そ
の
奥
手
は
、
『
オ
リ
エ

ン
ト
・
エ
キ
ス
プ
レ
こ
の
発
車
を
待
つ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
駅
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
続
く
カ
ク
テ
ル
会
場
は
、

そ
の
列
車
の
豪
華
な
客
室
内
部
風
に
飾
ら
れ
て
い
た
。
ダ
ー
ビ
ー
夫

人
は
、
一
緒
に
こ
の
部
屋
の
飾
り
担
当
し
た
ソ
ロ
モ
ン
夫
人
と
、
気

分
よ
く
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
の
雰
囲
気
に
ひ
た
っ
て
い
た
。
７
時

が
過
ぎ
る
頃
、
来
客
は
主
会
場
に
招
じ
入
れ
ら
れ
た
。
デ
ィ
ナ
ー
テ

ー
ブ
ル
が
、
数
本
配
さ
れ
、
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
の
向
こ
う
は
ス
テ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
る
。
大
き
な
三
面
の
壁
は
、
こ
れ
も
大
き
な
ホ
ー
ム
ズ

や
探
偵
な
ど
の
パ
ロ
デ
ィ
風
シ
ル
エ
ッ
ト
を
並
べ
て
掛
け
て
あ
っ
た
。

そ
の
奥
に
続
く
ラ
ウ
ン
ジ
バ
ー
は
一
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
犯
罪
博
物
館
』

と
題
字
が
掛
か
り
、
中
に
入
る
と
、
ホ
ー
ム
ズ
、
ワ
ト
ソ
ン
、
モ
リ

ア
テ
ィ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
勿
論
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
作
品
の
名
士

で
あ
る
ポ
ア
ロ
や
ミ
ス
・
マ
ー
プ
ル
の
も
の
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ヤ

ー
ド
の
生
み
の
机
ロ
バ
ー
ト
・
ビ
ー
ル
卿
、
廻
世
紀
後
半
の
凶
悪
犯

罪
者
．
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
に
そ
の
犠
牲
者
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
が
壁

を
埋
め
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
人
物
の
遺
品
を
模
し
た
品
々
は
ケ
ー
ス

に
入
っ
て
並
ん
で
い
た
。

夕
食
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
席
す
る
前
に
整
然
と
行
わ
れ
る
恒
例
の
セ

レ
モ
ニ
ー
は
、
厳
か
だ
が
、
ま
た
、
兇
て
楽
し
い
も
の
。
総
領
事
と

レ
モ
ニ
ー
は
、
厳
か
だ
が
、
ま
た
、
兇
て

知
事
の
間
で
、
日
本
の
天
皇
陛
下
と
英
国

の
女
王
陛
ド
に
対
し
て
乾
杯
が
●
交
換
さ
れ

両
国
の
国
家
が
奏
で
ら
れ
た
後
、
『
バ
ロ

ン
・
オ
ブ
・
ビ
ー
こ
の
行
列
が
主
会
場

を
横
切
っ
て
ス
テ
ー
ジ
の
上
ま
で
行
進
す

る
。
お
客
様
に
供
す
る
ビ
ー
フ
の
出
来
を

試
す
会
長
に
よ
る
試
食
の
儀
式
だ
。
行
列

の
中
に
、
今
年
は
ホ
ー
ム
ズ
や
ワ
ト
ソ
ン

の
姿
も
あ
っ
た
。
食
事
の
配
膳
が
進
む
と

ス
テ
ー
ジ
に
は
バ
ン
ド
が
入
り
、
人
々
は

席
を
立
っ
て
思
い
思
い
に
ダ
ン
ス
を
始
め

る
。
社
交
ダ
ン
ス
は
専
門
の
ロ
バ
ー
ツ
夫

妻
は
、
未
だ
伽
手
の
少
な
い
フ
ロ
ア
を
卜

分
に
使
づ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
兇
事

零一
一
Ｍ

Ｆ， 蟹
⑧
§

齢
簿

ツ
キ
を
片
手
に
ピ
ア
ノ
の
ま
わ
り
に
集
ま
っ
た
。

率
歌
詞
集
は
英
国
の
も
の
が
彩
み
っ
た
の
で
英
国
人

杯
が
多
か
っ
た
が
、
歌
い
手
は
国
際
色
豊
か
だ
。
の

乾一
ど
に
自
信
が
あ
り
、
人
一
倍
歌
鴫
の
上
手
な
ア
メ

モ
リ
カ
人
の
ス
ナ
イ
ダ
ー
夫
人
も
み
ん
な
と
唱
和
を

レセ
楽
し
ん
だ
。
ひ
と
つ
歌
が
終
わ
る
と
次
が
始
ま
り
、

の前
そ
れ
を
追
い
か
け
て
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
佳
代

始開
さ
ん
は
、
い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら
本
当
に
お

く
云夜

側
き
に
な
る
の
か
な
、
と
何
川
も
思
っ
た
ほ
ど
だ

っ
た
。

か
な
レ
デ
ィ
ン
ト
ン
大
人
。

バ
ン
ド
演
奏
や
ダ
ン
ス
フ
ロ
ァ
の
賑
わ
い
は
２
時
頃
ま
で
続
い
た

だ
ろ
う
か
。
カ
ン
バ
ス
・
バ
ン
ド
の
名
歌
手
、
き
び
き
び
し
て
セ
ン

ス
と
ス
タ
イ
ル
の
い
い
ダ
イ
ア
ナ
は
、
知
ら
な
い
間
に
何
曲
も
サ
ー

ビ
ス
し
て
し
ま
っ
た
。
み
ん
な
楽
し
く
酔
っ
て
い
た
が
、
な
か
に
は

度
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
人
も
い
た
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
、
大

方
、
メ
イ
ン
・
バ
ー
に
引
き
範
も
っ
て
い
た
。
ず
っ
と
席
に
座
っ
て

話
題
と
会
話
を
楽
し
む
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
い
た
し
、
ダ
ン
ス
に

興
ず
る
人
々
を
じ
っ
と
観
察
す
る
の
に
余
念
の
な
い
人
た
ち
も
い
た
。

剖
招
細
翻
卿
訓
釧
い
峨
誕
鍛
舶
銅
獅
諦
岬
虹
小
呼
叩
痘
誰
坤
雑
劫
非

＝

Ｖ
Ｉ
ﾉ’

に
、
締
腿
に
本
式
の
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。
趣
向
を
盛
っ
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
今
風
の
曲
に
な
る
と
、
フ
ロ
ア
は
踊
手

で
文
字
通
り
一
杯
に
な
っ
た
。
メ
ィ
ン
テ
ー
プ
ル
の
賓
客
達
も
、
フ

ロ
ア
に
何
回
と
な
く
足
を
連
ん
だ
。
総
領
事
は
、
貝
原
夫
人
に
声
を

掛
け
踊
っ
て
い
た
。
知
事
が
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
夫
人
に
同
じ
リ
ク
ェ
ス

ト
を
し
た
か
ど
う
か
、
誰
も
、
し
か
と
月
に
し
な
か
っ
た
。

予
定
の
、
時
を
訓
分
近
く
遅
れ
て
上
演
さ
れ
た
寸
劇
は
、
面
白
く
、

全
く
上
出
来
だ
っ
た
。
国
際
的
な
野
菜
泥
棒
の
活
動
で
引
き
起
こ
さ

れ
た
パ
ニ
ッ
ク
を
解
決
し
よ
う
と
、
ロ
ン
ド
ン
の
一
堂
に
会
し
た
世

界
各
国
の
名
探
偵
達
の
パ
ロ
デ
ィ
。
勿
論
、
ホ
ー
ム
ズ
や
金
田
一
を

も
じ
っ
た
人
物
も
出
た
。
幕
の
終
わ
り
の
『
希
望
と
栄
光
の
地
』
の

歌
が
終
わ
る
と
、
拍
手
喝
采
だ
っ
た
。
俳
優
た
ち
は
会
員
有
志
。
原

案
・
脚
本
は
才
能
豊
か
な
マ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
夫
人
。
演
出
は
維
験
豊
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優美な余韻残す｢明珍風鈴’’１珍鳥ｗｉ’明珍理さん
夏の風物諭総えば､ 風鈴｡ 姫路のろ評判もよく全国から注文が入って<

名物に．‘明珍風鈴，，という火箸を利用るようになったという。
した鉄製風鈴がある。その製造元であ材料の鉄は市販のものを使っている
る明珍宗之本舗を尋ねてみた。そうで美しい音色の秘密は鉄を打つ腕

淘縦撫潔域篭１つ？と撫蝋欝難睦為て§
ってたんですよ｣ ｡ 明珍家に今も残ってぐらいでね。なかなかきつい仕事なの
いる名だたる武将からの甲胃注文書をで続ける職人がおりませんわ｣ 。
ひもときながら明珍理さんは語る。仕事場を兇学すると、左手でヤット
近衛天皇の時代に明珍の姓を賜り、ゴを持ち微妙にI n l しながら右手の鎚で
代を砿ねて、理さんの父親である明珍打っていく作業は兄るからに職人芸。
宗之さんが5 1 代1 1 にあたる。その由緒熱い鉄の粉が飛び散り、慣れないうち
ある明珍家も明治維新で存続の危機には火傷もしばしばだったとか。
陥り、４９代Ⅱ当主が思いめぐらしたす「伝統工芸に携わる荷は皆さんそう
え、茶道用の火箸に活路を見い出した。力､ と思いますが、後継音と生活安定の
「最近はその火箸の需要も少なくな問題がね。でも代々やってきた仕事| こ

ってきましたね。何とか生きのびる手誇りもある。新しいアイデアと工夫で
段をと考えていた時に、知人から、音乗り切っていきませんとね｣ 。と笑顔
色を生かして風鈴を作ってみたらとので語る理さんが作ってくれた火箸はと
勧めを受けまして｣ 。 りわけ優美な余韻が快い音色だった｡
昔から明珍火箸の音色の美しさは有園有限会社明珍宗之本舗／
名だったらしく、風鈴に仕立てたとこ姫路市伊伝居上之町' '２垂0 7 9 2 - 2 2 - 5 7 5 1

残す｢明珍風鈴ｌ“珍篇ｗｉ''１明珍理さん
１１鈴。姫路のろ評判もよく全国から注文が入って<
火箸を利用るようになったという。
) 製造元であ材料の鉄は市販のものを使っている
息た°そうで美しい音色の秘密は鉄を打つ腕

驚篭１つ？と撫蝋欝難睦為て§
: 今も残ってぐらいでね。なかなかきつい仕事なの
1 胃注文書をで続ける職人がおりませんわ｣ 。
蜜は語る。仕事場を兇学すると、左手でヤット
) 姓を賜り、ゴを持ち微妙にI n l しながら右手の鎚で
』である明珍打っていく作業は兄るからに職人芸。
' 。その由緒熱い鉄の粉が飛び散り、慣れないうち
言統の危機には火傷もしばしばだったとか。
) ぐらしたす「伝統工芸に携わる荷は皆さんそう
．見い出した。力､ と思いますが、後継音と生活安定の
# も少なくな問題がね。でも代々やってきた仕事に
毒のびる手誇りもある。新しいアイデアと工夫で
] 人から、音乗り切っていきませんとね｣ 。と笑顔
~ みたらとので語る理さんが作ってくれた火箸はと

りわけ優美な余韻が快い音色だった。
) 美しさは有園有限会社明珍宗之本舗／
二立てたとこ姫路市伊伝居上之町' ' ２垂0 7 9 2 - 2 2 - 5 7 5 1
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、

彼
女
の
大
好
き
な
夏
の
海
を
感
じ
さ
せ
る
さ
わ
や
推
薦
者
／
篠
原
順
子

夏
の
海
の
レ
ふ
う
に

さ
わ
や
か
に
の
び
や
か
に
鱗
蕊
棚
謹
鵜
難
灘

興
味
を
も
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
と
、
礼
儀
正
し
く
や
さ
し
い
心
づ
か

西
原
明
子
さ
ん
〈
㈱
大
阪
有
線
放
送
社
勤
務
〉
い
の
彼
女
の
素
晴
し
ぃ
個
性
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヵ
磯
？
松
原
卓
也

１
‐
伽

》

竪至葛~ 匡冒と画

ヨ
且
の
一
ゴ
ロ
一
吻
砲
一
一
⑮
号
六
○
言

＝

宙
弄

１
１
知

注

す
ら
り
と
伸
び
た
手
足
と
明
る
い
笑
顔
が
、
と

て
も
素
敵
な
西
原
さ
ん
。

神
戸
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
ズ
大
賞
マ
リ
ン
師
で

は
、
シ
ン
プ
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
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ＦＰ＝弓
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春
風
の
吹
く
神
戸
の
海
を
背
景
に
、
神
戸
開

港
皿
年
祭
協
賛
「
第
６
回
神
戸
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ

サ
ー
ズ
大
賞
マ
リ
ン
ｗ
」
に
出
場
さ
れ
、
落
ち
着

い
た
大
人
の
マ
リ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
着
こ
な

し
、
神
戸
っ
子
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
み
ご
と
に
表

永
松
真
理
子
さ
ん
，
千
代
服
飾
専
門
学
校
助
手
》

美
し
く
磨
い
て
、

オ
ブ
ジ
ェ
は
自
分
自
身
。

神
γ
１
才
媛
；
ん
〈
印
〉

ヨ
“
ユ
⑮
ヨ
ョ
駒
の
一
一
ｍ
ユ
の
云
ロ
言

》
１

雷嗣
番

』

ｈ

理雨

現
さ
れ
、
準
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
推
薦
者
／
林
直
樹

年
の
４
月
よ
り
母
校
田
中
千
代
服
飾
専
門
学
校

〈
岬
唯
極
炉
弥
砕
鐸
ヨ
ン
〉

で
助
手
と
し
て
後
輩
の
指
導
に
携
わ
り
、
「
オ
ブ
ジ
ェ
は
自
分
自
身
、
お

酒
落
を
通
し
て
内
面
を
磨
く
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
る

永
松
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
豊
か
に
美
し
い
女
性
と
し
て
成
長
さ
れ
る
事

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

”
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・
松
原
卓
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．
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■
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
新
社
屋
竣
工
式

『

モーＩ

穂諏獅鯖機

戸
｝

蕊

Ｌ

~Ｆｉ 華
一
麗
な
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
神
殿

〃
モ
ー
ド
ピ
ア
″
遂
に
完
成
。

跨
蓄
鋒
地
誰
班
癖
細
額
『
蚊
叱
稚
掴
鎚
齢

″
テ
ー
マ
の
も
と
に
建
設
さ
れ
て
い
た
才

）
Ｉ
ル
ス
タ
ィ
ル
グ
ル
ー
プ
の
新
社
陸

〃
モ
ー
ド
ピ
ア
〃
が
つ
い
に
竣
工
。
６

月
６
口
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

野
レ
モ
ー
ー
ー
で
、
そ
の
全
貌
を
現
わ
し
た
。

石
々
初
夏
の
青
空
に
そ
び
え
立
つ
新
社
屋

ん
面
に
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ッ

ま
元
シ
ョ
ン
タ
ゥ
ン
の
中
心
部
を
飾
る
に
ふ

安
一
さ
わ
し
く
、
松
本
清
氏
に
よ
る
重
厚
な

湾
か
建
築
を
は
じ
め
、
建
物
内
部
に
は
三
浦

、
ル
啓
子
さ
ん
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
、
ま

霊
舛
た
年
中
花
が
咲
き
乱
れ
る
庭
園
に
は
新

哩
握
裕
霧
椛
砥
作
却
訓
酔
惟
抑
吟
膨
咽
雄
哩

り
ォ
ふ
さ
わ
し
い
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い

毎
》
る
。

／
下
第
一
部
の
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
は
盛
大

右
、上ん
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
雑
。
川
ｋ
会

長
娠
長
が
「
こ
の
モ
ー
ド
ピ
ア
は
、
ブ
ロ
ジ

市
ぃ
エ
ク
ト
参
加
ア
ー
チ
ス
ト
の
個
性
が
奏

炉
熱
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
あ
る
」
と
挨
拶
す

崎
湖
れ
ぱ
、
宮
崎
市
長
は
「
モ
ー
ド
ピ
ア
で

雫
忙
や
っ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が
完
成

》
識
律
畦
娃
誰
鋤
醗
和
癖
弄
硫
か
旅
か
硫
獅

辞
日
や
、
カ
ラ
フ
ル
な
風
船
と
白
い
ハ
ト
が

翫
翻
空
に
舞
う
彫
刻
の
除
幕
式
な
ど
趣
向
が

酔
忘
こ
ら
さ
れ
、
神
・
戸
の
話
題
を
独
占
す
る

、
、
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

誹
議
ま
た
第
二
部
の
ハ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

需
癖
鉦
権
惨
癖
鋤
州
”
細
部
需
蹴
窄
邪
佳
糊

新
一
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
約
８
０
０
名
の

桂
群
人
た
ち
が
な
ご
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

禿
頭
し
た
他
、
会
場
で
は
５
千
個
に
及
ぶ
グ

里
会
埴
キ
シ
ニ
ア
の
フ
ラ
ワ
ー
カ
フ
セ
ル
が

癖
》
鍾
僻
椎
轄
評
娠
郷
蝿
睦
確
暦
翫
剥
柿
材

却
趣
一
Ⅱ
と
な
っ
た
。

司
戸
■
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ス
タ
イ
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・
モ
ー
ド
ピ
ア

シ
評
中
央
区
港
島
中
町
６
丁
目
５
番
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上
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１
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冒

倒

‘

＝型』

''１

宇
宙
と
自
然
に

感
謝
と
祈
り
を
こ
め
て

美
し
く
す
こ
や
か
に

「
く
国
司
○
四
シ
竜
固
宣
揚
く
団
両
Ｐ
冨
諺
ｚ
Ｏ

ｏ
萱
。
胃
堕
冠
男
諺
ｚ
Ｎ
シ
》
陰
望
白

の
彫
刻
た
ち
が
、
モ
ー
ド
ピ
ア
で
愛
の

藍
癖
讃
歌
を
詩
磨
＆
と
、
新
谷
誘
紀
さ
ん
の

左
大
制
作
し
た
皿
体
の
彫
刻
は
、
新
し
い
ポ

、
汁
－
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

誰
郡
瞬
趨
抄
哩
魂
叫
叱
嬬
礼
準
惇
窪
峰
祢

蝿
罰
炉
織
剛
脚
癖
”
洲
訓
郊
催
”
挿
捗
へ
訓

小
識
館
レ
ン
タ
ル
フ
ロ
ァ
Ⅷ
坪
テ
ラ
ス
妬
坪

力
く
／
設
計
・
松
本
清
／
施
工
・
今
津
建
設

与
藍
／
造
園
・
神
港
農
園
／
ロ
ク
レ
ー
ヌ
・
三

撫
織
蓬
補
蝿
箱
牝
螺
州

世
磁
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
文
化
の
創
垣

の
く
人
紀
・
蓄
積
に
参
画
す
る
と
い
う
企
業
姿
勢

》
癖
“
暦
麺
郷
銅
俺
抽
弛
旅
惨
誇
霊
謀
郁
０

く
．
そ
し
て
、
、
体
の
彫
刻
た
ち
は
、
赤

が
ｊ
典
ヌ
・
白
・
紫
の
花
園
に
ロ
マ
ン
を
く
り
ひ

式
』
ろ
げ
、
又
、
一
般
客
５
０
０
０
人
に
グ

率
ク
ロ
キ
シ
ニ
ア
の
紅
い
花
の
カ
プ
セ
ル
が

う
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
参
会
者
に
は
、
白
と

娠
審
赤
の
胡
蝶
蘭
の
カ
プ
セ
ル
が
お
み
や
げ

極
雫
と
い
う
思
い
き
っ
た
花
の
贈
り
も
の
に
、

／
，
カ
プ
セ
ル
を
手
に
し
た
人
々
の
笑
顔
は

癖
姻
華
評
蓉
諦
岬
娠
氷
家
叩
氾
他
出
確
調
か

愛
雄
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
花
を
そ
え
て
い
た
こ
の

琳
筆
儲
贈
り
物
に
、
モ
ー
ド
の
夢
が
咲
い
て
い
た
。

刻
・
関
国
施
工
・
今
津
建
設
株
式
会
社
／

彫
竹
ち
神
戸
市
兵
庫
区
吉
田
町
２
‐
配
‐
４

１
一
一
一
一
口
た
壷
０
７
８
（
６
７
１
）
３
６
３
２

陸
鵠
凱
■
造
園
と
催
事
駕
雪
／
神
港
農
園
芸
塗
丞
会
社

明
本
園
神
戸
市
兵
庫
区
東
山
町
４
‐
灼

雪
秘
催
査
０
７
８
（
５
１
１
）
５
１
１
１

写
よ
基

Ｒ弾ン ☆Ｔｏｗｎ★

愛
の
花
園
〃
モ
ー
Ｅ
ビ
ア
〃
に

愛
の
讃
歌
が
流
れ
る

雛

●
美
し
い
花
と
彫
刻
と
音
楽
に
彩
ら
れ
て

厚曜’
里

懸
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》
樟
》

〃鰹☆Town☆嘘蝿郷皇

灘

Ｐ

鐘

Ｌ
従
来
の
藍
染
を
エ
レ
ガ
ン
ト
な
装
い
で

藍
染
の
可
能
性
盆
と
無
限
大
に

サ
ロ
ン
デ
モ
ー
ド
〃
モ
ア
〃
オ
ー
ブ
ン

細圏

溌

「隅：
理P 同

悪一= = 宅アＨ題

（爵胃常 職
一一忽ちＰ

琴１

１
１
‐
‐

Ｉ

藍
染
と
い
え
ば
ク
ラ
シ
カ
ル
な
濃
紺

の
染
め
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も

多
い
が
、
従
来
の
藍
染
を
よ
り
セ
ン
シ

ブ
ル
に
よ
り
エ
レ
ガ
ン
ト
な
服
作
り
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
ブ
テ
ィ
ッ

ク
が
あ
る
。

国
体
道
路
沿
い
に
こ
の
春
オ
ー
プ
ン

し
た
『
サ
ロ
ン
・
デ
・
モ
ー
ド
モ
ア
』

は
藍
染
の
愛
好
家
だ
け
で
な
く
、
オ
シ

ャ
レ
を
楽
し
む
若
い
女
性
の
間
で
も
人

気
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

「
モ
ア
専
属
の
藍
染
作
家
が
い
ま
し

て
、
シ
ャ
ー
プ
で
シ
ッ
ジ
簿
染
め
を
す

る
ん
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
生
地
に
藍
の
風

味
を
生
か
し
、
よ
り
エ
レ
ガ
ン
ト
に
よ

り
セ
ン
シ
ブ
ル
に
仕
上
げ
た
い
ん
で

す
。
」
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
中
尾
許
子
さ
ん
は

藍
染
の
可
能
性
を
無
限
大
に
引
き
出
し

た
い
と
抱
負
を
語
る
。

「
藍
染
は
藍
返
し
と
い
っ
て
発
色
し

た
も
の
を
再
度
藍
を
通
す
と
又
、
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。
少
々
高
価
な
も
の
で

す
が
長
く
愛
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

一
着
だ
け
し
か
な
い
服
で
す
か
ら
ア
フ

タ
ー
ヶ
ァ
ー
も
含
め
た
お
付
き
合
い
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。
」
信
頼
の
お

け
る
藍
染
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
誕
生
だ
。

ロ
サ
ロ
ン
デ
モ
ー
ド
〃
モ
ア
〃

神
戸
市
中
央
区
生
田
町
２
ｌ
１
ｌ
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
１
２
５
１
ｌ
９
７
５
５

至姫路坐- 雨戸頑, ' 皇噌『

写真上左／r素材に絹を使ったりいろいろ工夫できます｣と中尾許子さん。上中/1 0 0回以上も藍を通して仕上げたすばらしいグラ
デーション･左下／藍染ファンのお客様、西村洋子さん(中)と田中みどりさん。右／涼しげな絹の藍染で自分だけのオシャレを。
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／

、

１階テラスにて。モデルー《まさパテイオ店》お客様、塚原
由紀さん。スーツ／ブルーベル￥3 ２，０００

FFOBEの異人卿月〉

異人館……英国館
明治末期、英国人設計士によって建築され、大
正1 3 年には英国人Ｊ､ Ｅ､ デヒベッカー夫妻と美し
いふたりの愛娘一家に替わり、エトランゼの楽
しい異国での生活がくり広げられました。
現在は、当時英国で使われていた家具調度品、
装飾品、小物類が部屋別に公開されています。
時代を超えて生きつづけた異人館の魅力と、直
輸入された幅広いジャンルのアンティックなど、
当時の面影がしのばれます。

さんちかl I I i ( 0 7 8 ) 3 2 1 - 4 5 4 5
宝塚ファミリーストア一店( 0 7 9 7 ) 7 3 - 5 3 5 9
千里阪急地ド街店( 0 6 ）8 3 1 - 0 7 5 6
須際バテイオ店( 0 7 8 ) 7 9 2 - 5 6 5 2
1 川古川店( 0 7 9 4 ) 2 5 - 5 5 1 4
Ｅ／Ｈ／ＴＩＯｕＥ（0 7 8 ) 3 3 1 - 0 9 5 0

Ａ

可

ヨ

唾〆

ノ
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p にしむら迦鉾
御影店

■みかげ館

『

、

v’
?’

にＬむらのコーと一を思う気もちが
いきづいている、ズテーキハゥズ。ＬＩ

Ｌ

財木濫

僻蝿・

正F ~ 同荏季
頁ヨ
■穫冨

し
■

、謎園

塑ﾖｳ価

ノ
『･2106励当志村111:00AM~2:0OPM/5:0OPM~9:30PIV1

時ス1 , 2 ﾄ ーダー
●３ＦフレンドサロンＴＥＬ０７８．８５４．２１０６( 担当. 中村）

御影・山手幹線・弓場線角
駐車場3 5 台完備

珪

L Ⅱ

Ｌ 賑神誘遼魚簡インター
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／

、

としめ弓伽排御影店 にしむら加排石屋ﾉ ﾉ ﾉ 店が、大きく
なって御影に生まれかわりました。

斑

電再

●１ＦコーヒールームＴＥＬ０７８．８５４．２１０５８: ００ＡＭ～１０: ３O ＰＭ●２ＦステーキハウスＴＥＬ０７８．８５Z

戸
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凸型

Aﾛ。

▽月2 3 日耐
●巡視船艇海上バレーＨ
（神戸港沖合）

､ ﾛ 画

可

｢ 神戸七福神巡りスタート」
本誌５月号誇紹介した’~ 神戸七福神巡
り_ , が、６月2 3 1 ｍ< 火力、鎗田神社会館で
行われた“神戸七福神奉讃会発足鍵典”
懲り、＃いよいよス気一卜した｡
西浜i ，須磨寺、畏醐神社撫湊川神社、
生田神社、再睡山大龍寺、摩耶幽張出寺、
有馬念仏寺の７社寺で、それぞれ福禄寿
禅、悪比須神、毘独門床．弁財天、大黒
天、布袋算、寿老火を肥り、七福神を巡

鑓「ﾚ ｰ ザｰ パﾌ ｵ ｰ ﾏ 隊ズ］識蕊鰯繁耀蕊Ｉ珊総‘

衆議院予算委員長砂田重民
神戸市中央区下山手通２－１３－３

林第一ビル４Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 2 1 - 3 3 2 2

衆議院議員石井
神戸市中央区北長狭通４－１－１２

鯉川ビル７Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 9 0 1 7

㈱大丸神戸店
取締役神戸店長長津昭

神戸市中央区明石町４０
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 2 1

㈱そごう
専務取締役店長山田恭一
神戸市中央区小野柄通８丁目１－８

ＴＥＬ（0 7 8 ) 2 2 1 - 4 1 8 1

㈱三越神戸店
店長伊藤繁治

神戸市中央区元町迩６丁目５－４
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 4 1 - 3 3 3 3

ジャズダンス・エアロビクス

高木スタジオＫＯＢＥ
高木こずえ

三宮センター街西角ファミリアビル５Ｆ
ＴＥＬ（078)331-7997

☆申込受付はA M 1 1 : 0 0～P M 7 : 3 0 (年中無休）

お花のクッキー
㈱ベニール
勝問剛
片山開

神戸市中央区生田町３丁目３－１９
ＴＥＬ（0 7 8 ) 2 4 1 - 4 6 6 5

料亭・ラウンジ北野異人坂
鹿野文

神戸市中央区北野町２丁目９－２２
ＴＥＬ2 2 2 - 2 0 0 1

会員制レストラン
カサブランカクラブ
オーナー打間奈津子

神戸市中央区北野町３丁目ｌ－６
ＴＥＬ（0 7 8 ) 2 4 1 - 0 2 0 0

ノ
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４芙
視船
れる

邑凸

『

がで差奪い巡視船や測駄船等の特殊総”
兇学会が行おれる。

: 祝:神戸開港1 2 0 年祭 祭典！海の
●イバントごあんない
ゴールデツウ聯一クに行われた“･ 蓉鋤 ｒ71月20日（月）祭娯' , に引き続き、聴剛1 9 1 , 1 （日）より、 ●揃海の祭典｣ 記念式典神声開# 港1 1 2 0 年を祝って“海”祭典”か

捌催され潟回答卿は､ 春以上に海どﾉ ､ と” （神戸ポートアイランドホールノ
閥”り' あいを重視し花内溶になっている。・蒋リンコンサート【･ 同上）

ﾉ'@と
てい
で1ば
り、
また
るこ

閥”り| あいを重視し花内溶にな･ 刃
主会場どなるメリケン・ハーグリ

市
瀦
堤
や

膳
、

Ｌ・ 鱗
期間中、メリケン市が開催された
国”舞踊が連日行おれW 造りする｡
耕港第３、第４突堤では、間頃児

加藤汽船㈱
代表取締役社長小塙直

神戸市中央区磯上通８丁目３番地の７
ＴＥＬ（0 7 8 ) 2 5 1 - 8 5 3 3

さんちか名店会
会長飯田存

神戸市中央反二宮町１－１０
交通センタービル８Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 9 1 - 3 9 6 5

７月１９日（日）
●街頭パレード( 市役所岸ＭＰ）
●特殊船見学会( 新港第４突堤）
●日本の海のまつり( ＭＰ）
●､ 海の祭典｣ 前夜祭( ＭＰ）
●撮影会( ＭＲ）

２０日( 月）２１日( 火）２２日（水）堀内孝雄真梨邑ケイペギー葉山７月2 1 日殉

拙神戸港振興協会
会長宮崎辰雄

神戸市中央区波止場町５番４号
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 9 1 - 6 7 5 1 ㈹

●海の祭典r 記念劃ンポジウム」
（神| 戸国際会議場～2 2 日）
●ヨット伽忌鋤コン大会
（ＭＰ～2 2 日）
●み（i なで踊ろう
ふれあい広場( ＭＰ〕

‘‘海の祭典. ，のラスト茜飾るのは、毎年
ボール: 菟一ミナルで行われ港花火大会で、
今年ば、メ' ツ扶ンハー鷺に場所菱移し滝
揃われる。また、花火の前には､ “レーザ
ーハフM オーマンス，、と名付けら純潅レーーハァォーマンス，．と名付けら純麓ﾚ ー２３日( 木）２４日( 金）ワ月2 2 日( 水Ｉ
ザー光線を使った華蝿なショーが、夜釜アンリ菅野ロミ＆ジヨーカース・港を見る会( 神戸港）
をパンクに行われ、祭を盛り立てる。

、

一一

スワイヤ神戸ターミナル
所長田村旭

神戸市中央区港島５，３
コンテナー第７岸壁
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 0 2 - 0 7 3 1

側井植記念会
理事長井植貞雄

神戸市垂水区青山台１－２１－１
ＴＥＬ（0 7 8 ) ７５１－５２１６

元町商店街連合
会長饗庭昭一

神戸市中央区元町通３ＴＩ－ｌｌ３－ｌ
ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 8 3 1

脇) 神戸ファッションアソシエーション
理事長木口衛

神戸市中央区浜辺通５－１－１４
神戸商工貿易センタービル1 7 Ｆ

ＴＥＬ（0 7 8 ) 2 5 1 - 0 1 3 3

神戸海事検定㈱
代表取締役社長荒川義雄

神戸市中央区下山手通３Ｊ下１１番1 7 号
神戸マリンビル

ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 9 1 - 1 8 8 5

国際ロータリー第2 6 8 地区
ガハナー坂田元記
神戸市長田区菅原通Ｉ－６
ＴＥＬ（0 7 8 ) 5 7 7 - 2 6 8 8
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Ｖ一－

／

豪華ｸ ﾙ ｰ ずー で遊ぶ夏の夜。
海を走る船の上で､ 楽しいショーと踊り、おいしし

肱 ユI

一 百

･肘''１１内線1 2 5 0 / 1 2 6 0

イ S E AＳ/ＤＥＣﾉＭ/ S " VＧ＝＝

、

舞台はきらめく神戸の夜景。
お料理が､ ひとときロマンの世界へと誘いますも
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中震畦
メリケン
バーワ

SEAＳ/ＤＦＣﾉ?"/SﾉﾉVＧ
、

メリケン

Ｊノドニュ
ルミナス鈴戸尭箇所

画

Ｕ
や
年

．
ｔ
”
《◇

・
や
全
日

恥
署

い
／

＝、ノ測局士二去七端《

神戸市中央区海岸通5 商船三井ビル

今彦霧ジﾉ溌窒霧淵?欝睡蕊酔う｡都会の雑踏を忘・ailon'《ﾙﾐﾅｽ縛声）
大人2 , 5 0 0 円小人1 , 2 5 0 円学生2 , 0 0

ルミ

重浅漂認
琵
〆 雪透

ホ
ル
ト
ラ
イ
ナ
ー

中震畦

一司庁

簿戸港／ボート

お問合せお申しこみは

画最寄の交通機関
●元町駅(ＪＲ阪神)より徒歩約10分。
●三宮駅(JR･阪神･阪急)よりﾀｸｼｰ約7分､また市パｽ18系
ｹﾝ バー ｸ ｲ ﾗで細0分。
･ J R 神戸訳よりﾀ ｸ ｼ ｰ 約扮､または市バスで栄町三丁目下
歩細分ｂ

アイランドアイランド

L ｑ

ﾙ ﾐ ﾅ ｽ 観光株式会社
g■

〒650
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●カフェレストラン

海の争景パス女一
ﾌzイッシュタミンズと｡ザ

レストラン・フィッシュダンス

詞

￥1,200
￥1,000

Ｃ

組
型
』
、
Ⅱ
、
咽
辿
『

‐
Ｌ
悪
や
同
祁
別

営業時間

１Ｆカフェレストラン１１: 0 0 A M ～１１: O 0 P H 1
バー１２: 0 O P M ～２: O 0 P M 5 : 0 O P M ～１１: O 0 P N
テイクアウト１１: 0 0 A M ～１０: 0 O P M

２Ｆ鉄板焼１１: 3 0 A M ～２: 3 0 ＰＭ５: 0 0 F M ～1 1 : 0 O P M
串カツ１１: 3 ＭW ～２: 3 0 ＰＭ５: 0 O P M ～1 1 : 0 O P M

４s副sﾉ，ECR"/sﾉ"‘

国逝2 号線神戸水上蕃察の西1 つ目信号を海側へ｡ ﾒ ﾘ ｹ ﾝ バｰ ｸ 内
〒6 5 O 神戸市中央区波止埋町( メリケンパーク）
T E I - 0 7 8 - 3 3 3 - 8 0 0 0 年中無休

おすすめメニュー神戸元町メリケンバーク

呈緊モ

‐
Ｉ
‐
ｌ
Ｉ
‐

更大麗

夕

明 石女琶のぶつ切ク￥ 9 0 0
日替クランチ“､PoAMド;2:0OPM)－￥1,200
③テイクアウト

スパイシードック ﾞ ￥ 2 5 0
⑨鉄板焼

サーロインー￥ 1 , 5 0 0
車海老￥ 1 , 8 0 0
ズテーキランチ(11:30AM~2:30FM)－￥1,500
●串カツ

Z 5 本コース￥ 2 , 0 0 07.

,串ランチ(11:30AM-2:30Fiw〉…￥1,500
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でっかく生まれて１５年／●
新神戸 "し

時
料

小人４００円７ / 2 7 ( 月）〃真弓倫子
臨時バス ( 市バス ) 運行７ / 2 8 脚〃芹沢直美
7 / ５～ 7 / １９日曜のみ運行８ / 1 7 ( 月）〃芳本美代子
7 / 2 1 ～ 8 / ３１連日運行８ / 2 2 ( 士）〃守谷香
ＪＲ摂津本山駅→森→阪神深江駅→ﾌ ﾞ ール☆キャラクターショー☆
冠（０７８) ４５２－２０００８/ ５( 水) ＡＭ１１: ＯＯ新メイプルタウン物語

☆１５周年記念☆7 / 1 ㈱～7 / 1 5 ㈱１５: ００以降入場の方は無料

財団法人

時間／ＡＭ９：３０～ＰＭ５：００
料金／大人( 中学以上) ４００円

小人２００円
阪神御影から神戸市バス
⑯系統鶴甲4 丁目又は⑮系統鶴甲団地下車すぐ

盃（０７８) ８５１－５８５０

神戸市開発管理事業団、 ノ

､)rフＶ鋤訓呑諦孔ル
時間／尾外A M 9 : ３０剛6 ：
料金／八人( 中学以上> 4 0 0

００１稿内､‐剛８: 0 0
1 W '２，人20 0円

☆7 / 1 ㈱～7 / 5 （日）入場料半額
★キャラクターショー☆
8 / 5 ㈱P Ｍ２: ３０新メイプルタウン物語
臨時バス(市バス）７ﾉ 2 1 ～8 / 3 1 運行・地下鉄長|”( - ・
地ド鉄新｣ 辻臓駅一束尻池８一プ‘‐ル壷( ０７８) 6 8 ] - 2 0 2 」
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